
体
系
的
思
想
家
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
～
八
九
年
）
の
医
学
説
、

と
く
に
解
剖
・
生
理
学
説
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
第
一
主
著

『
玄
語
」
に
お
け
る
「
条
理
」
や
「
反
観
合
こ
な
ど
彼
独
自
の

哲
学
概
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第
二
主
著
『
贄
語
』
（
全
六
峡
・
漢
文
）

の
「
身
生
畉
」
を
精
微
に
解
読
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
行
研
究
者

の
小
川
鼎
三
・
安
西
安
周
・
服
部
敏
良
・
吉
田
忠
ら
は
、
い
ず
れ

も
『
梅
園
全
集
」
（
一
九
二
一
年
刊
）
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

は
誤
植
や
校
訂
上
の
問
題
点
が
多
く
、
い
ま
や
、
「
贄
語
」
を
梅
園

自
身
の
最
終
稿
本
に
遡
っ
て
研
究
す
べ
き
段
階
に
き
て
い
る
。
し

か
も
、
「
寳
語
」
は
一
五
回
も
改
稿
さ
れ
（
三
浦
黄
鵺
の
証
言
）
て
お

り
、
今
後
は
更
に
、
梅
園
旧
宅
保
存
の
膨
大
な
自
筆
（
一
部
他
筆
）

稿
本
（
多
く
は
国
指
定
重
要
文
化
財
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
改
稿
過
程

の
解
明
に
ま
で
進
む
必
要
が
あ
る
（
ち
な
み
に
「
玄
語
」
に
関
し
て

16

三
浦
梅
園
「
贄
語
」
身
生
峡
改
稿
過
程
研

究
序
説

ｌ
各
稿
本
類
の
起
稿
・
推
敲
年
次
の
推
定

近
藤
均

は
既
に
田
口
正
治
の
精
織
な
研
究
業
績
が
あ
る
）
。

無
論
、
杵
築
市
立
図
書
館
所
蔵
の
通
称
「
杵
築
写
本
」
や
近
年

発
見
さ
れ
た
東
大
所
蔵
の
通
称
「
駒
場
写
本
」
に
含
ま
れ
る
「
身

生
畉
」
も
重
要
資
料
で
あ
る
。
今
後
の
本
格
的
な
「
身
生
畉
」
研

究
に
向
け
、
以
上
の
、
総
計
五
○
万
字
に
及
ぶ
「
身
生
畉
」
各
稿

本
類
の
起
稿
・
推
敲
年
次
を
推
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
推
定
結
果
を
披
瀝
す
る
の
が
当
発
表
の
主
旨
で
あ
る
。
唯
一
の

先
行
研
究
は
阿
部
隆
一
『
三
浦
梅
園
自
筆
槁
本
並
旧
蔵
書
解
題
』

で
あ
る
が
、
同
書
は
、
「
駒
場
写
本
」
を
除
く
各
稿
本
類
の
成
立
順

序
を
簡
単
に
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
、
前
掲
「
杵
築
写

本
」
の
原
稿
を
梅
園
早
期
の
作
と
誤
認
す
る
（
実
際
は
一
七
八
一
年

以
後
の
作
）
な
ど
、
調
査
不
備
に
よ
る
重
大
な
誤
り
も
散
見
さ
れ

る
。

現
在
、
「
駒
場
写
本
」
以
外
の
当
該
稿
本
類
現
物
は
閲
覧
が
許
可

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
解
読
は
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯

道
文
庫
と
梅
園
学
会
事
務
局
（
東
大
教
養
学
部
小
川
晴
久
研
究
室
）
が

所
蔵
す
る
長
大
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
る
ほ
か
は
な
か
っ

た
。
同
フ
ィ
ル
ム
は
、
白
黒
の
た
め
朱
筆
個
所
と
墨
筆
個
所
を
識

別
で
き
な
い
し
、
撮
影
漏
れ
や
撮
影
不
鮮
明
の
丁
も
あ
っ
て
、
隔
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靴
掻
痒
の
感
を
拭
え
な
い
が
、
と
に
か
く
筆
者
は
、
一
応
の
推
定

作
業
を
ほ
ぼ
終
え
た
。
そ
の
結
果
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

推
定
方
法
は
以
下
の
通
り
。
各
稿
本
類
の
、
と
く
に
見
せ
消
ち

部
分
と
余
白
の
書
き
込
み
と
を
丹
念
に
判
読
し
た
。
ま
た
、
語
彙
．

文
体
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
「
嗣
」
と
「
子
」
、
「
気
氣
」
と
「
綱
綿
」

な
ど
、
表
記
の
変
遷
に
も
注
目
し
た
。
こ
う
し
て
各
稿
本
類
の
相

対
年
代
を
一
応
確
定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
を
、
執
筆
年
次
が
明

白
な
「
病
機
管
見
」
二
七
六
三
年
）
・
『
身
生
余
證
」
（
六
四
年
）
・
安

永
本
「
玄
語
」
（
七
五
年
）
・
『
造
物
余
證
」
（
八
一
年
）
・
「
解
蛇
記
」

（
八
七
年
）
、
お
よ
び
、
多
賀
墨
卿
宛
の
い
わ
ゆ
る
第
二
・
第
三
書

簡
（
七
九
・
八
○
年
）
な
ど
の
記
述
と
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
位

置
付
け
て
い
っ
た
。
ま
た
、
梅
園
自
身
の
読
者
ノ
ー
ト
（
い
わ
ゆ
る

「
浦
子
手
記
」
）
の
記
事
も
援
用
し
た
。
さ
ら
に
、
方
以
智
「
物
理

小
識
」
・
山
脇
東
洋
『
蔵
志
』
・
河
口
信
任
「
解
屍
編
」
・
本
木
良
意

『
和
藺
全
躯
内
外
分
合
図
」
・
杉
田
玄
白
ほ
か
「
解
体
約
図
」
「
解

体
新
書
」
な
ど
か
ら
の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
個
別
に
検
討

し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
刊
行
時
期
は
わ
か
る
が
梅

園
に
よ
る
入
手
時
期
の
断
定
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
か
ら
、
あ
く

ま
で
も
副
次
的
な
利
用
に
と
ど
め
た
。

以
上
の
方
法
に
よ
り
、
推
定
作
業
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
重
要
点

を
例
示
す
る
と
、
阿
部
の
い
う
皿
番
稿
本
は
八
七
年
に
起
稿
、
没

年
ま
で
推
敲
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単
に
加
番
の
改
稿
で
は
な
く
、
一

部
分
は
７
番
の
改
稿
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
部
が
最
終
稿
本
と
定
め

た
Ⅳ
番
に
は
、
梅
園
自
筆
の
言
き
入
れ
は
認
め
ら
れ
ず
、
お
そ
ら

く
梅
園
死
後
の
清
書
で
あ
る
。
錯
綜
す
る
詳
細
は
、
総
会
の
席
で

一
覧
表
を
配
布
し
て
報
告
し
た
後
、
論
文
発
表
す
る
。
な
お
、
筆

者
は
既
に
、
梅
園
生
理
学
の
基
礎
を
な
す
１
’
－
１
ク
な
経
脈
理
論
、

い
わ
ゆ
る
「
資
給
経
脈
」
理
論
に
つ
い
て
、
そ
の
完
成
形
態
を
、

最
終
ｕ
番
稿
本
に
基
づ
い
て
解
明
し
た
（
『
梅
園
学
会
報
』
第
一
七
号

所
収
の
拙
稿
参
照
）
が
、
前
述
の
推
定
作
業
の
結
果
、
そ
の
「
資
給

経
脈
」
理
論
の
形
成
過
程
も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て

お
く
（
以
上
敬
称
略
）
。

（
順
天
堂
医
療
短
期
大
学
）
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